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エコーネット・シンポジウム2023オンライン
【デジタル田園都市につながるエコーネット】
-エコーネットで創るSDGsの世界-



2VPPガイドライン（初版：21年6月公開）の概略①

■ 初版VPPガイドライン（21年６月公開）の概略

① アンケート調査による課題対応策を整理。

② 受給点における制御対象として、
「VPPコントローラー」を定義。

③ RAとVPPコントローラー間の制御データ、
需要家機器の制御シーケンス事例を提案。 VPPコントローラーによる制御システム

■ 課題と対応策の検討

・ 主な課題：

① ECHONET Liteのプロパティに関する課題

② 機器ごとの振る舞いの差に起因する課題

③ その他の制御性改善などに関する課題

④ アセスメントなどの制度対応に関する課題

VPPコントローラーが

各機器を最適制御し、

制御状況・結果を把握

リソースアグリゲーター(RA)が
VPPコントローラーに

機器制御を指令し、

制御監視・結果を取得

●JEMA VPP分科会では、実証事業に参画されているアグリゲーターにVPPサービス関連の課題と
要望のアンケート調査を実施(20年3月)。 (http://jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/hems_025.pdf)

●その結果を受けて、機器/コントローラーメーカーとして、VPPコントローラー(VPPサービスに活用
するHEMS)の提供とその利用の促進を目指したガイドラインを策定(初版を21年6月公開)。

(http://jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/VPP_guideline.pdf)

http://jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/hems_025.pdf
http://jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/VPP_guideline.pdf
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■ 「VPPコントローラー」の仕様検討
・ RAと「VPPコントローラー」間のデータの標準的なプロパティを定義

・ VPPコントローラー関連のデータを定義

・ 需給調整市場３次②に対応する，VPPコントローラーとRA間（R4）、蓄電池・EVPSなどの

制御対象機器（R5）を対象としたシーケンス例を検討

データ定義案の項目

・ コントローラーID， ・ 機器ID， ・ 制御可能機器リスト

・ 上げ/下げDR可能電力量（kWh）， ・ 上げ/下げDR可能電力（kW）

・ 上げ/下げDR指示電力量（kWh）， ・ 上げ/下げDR指示電力（kW）

・ 受電電力量， ・ 逆潮流電力量， ・ 瞬時電力計測値

・ DR終了（通知）， ・DR要求の実施状況， ・異常発生状態

■ VPPガイドラインの公開
• アグリゲーター，関係工業会等に報告し，2021年6月にJEMAウェブサイトで公開
• 同時に，AC/RA等からの新たな課題や対応策の情報，ガイドラインへのご意見などを受

け付ける窓口をウェブサイトに設置

VPPガイドライン（初版：21年6月公開）の概略②

●VPPガイドライン(初版)では、RAとVPPコントローラー間のデータを定義し、蓄電池・EVPSなどを

制御するシーケンス例を検討し、JEMAのHPに公開。



4カーボンニュートラル実現に向けた需要家リソース関連の動向

出典：METI次世代の分散型電力システムに関する検討会（第1回）
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_bunsan/pdf/001_04_00.pd

● METIで「次世代の分散型電力システムに関する検討会」がスタート（22年11月）
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END

出典：METI次世代の分散型電力システムに関する検討会（第1回）
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_bunsan/pdf/001_07_00.pd

METI「次世代の分散型電力システムに関する検討会」の論点
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END

出典：METI次世代の分散型電力システムに関する検討会（第６回）
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_bunsan/pdf/006_06_00.pd

METI「次世代の分散型電力システムに関する検討会」中間とりまとめ案
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出典：METI次世代の分散型電力システムに関する検討会（第６回）
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_bunsan/pdf/006_06_00.pd

METI中間とりまとめ案（低圧リソースの活用）
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出典：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/038_01_00.pdf

METI：省エネ小委（第38回）における改正省エネ法に対応した検討例

● 改正省エネ法では、①エネルギーの使用の合理化に加え、②非化石エネルギーへの転換、③電
気の需要の最適化が評価軸に加わり、家庭用リソースのDR Readyを目指した検討がスタート



9METI：次世代スマートメータのBルート関連の更新仕様について

● 次世代スマートメータ(25年度導入予定)のBルートにECHONET Liteが継続採用。

● Bルートに最大3台接続され、アグリゲーション・エネマネなどの目的に応じたデータ取得。

出典：第8回METI次世代スマートメーター制度検討会
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END

CEATEC（22年11月)でのデジタル田園都市構想への活用展示パネル

● カーボンニュートラル実現に向けた需要家リソースの活用先として、受給調整市場におけるVPP
サービスと改正省エネ法に準拠した省エネサービス・データ活用の両立を目指して検討。
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１．DSR-MS

・VPPコントローラー（初版）を改称して定義。

２．制御可能リスト

・DSR-MSが電力または電力量をECHONET Lite Propertyにより制御可能な接続
機器IDのリストとして定義。

３．上げ／下げ電力量可能量

・開始時間・終了時間・30分毎の可能電力量として定義。

・べースラインを基準としたDR可能電力量を示す。

４．上げ／下げ電力可能量

・開始時間・終了時間・30分毎の可能電力として定義。

・30分継続して制御できることが必要。

第2版VPPガイドラインにおけるデータ定義の主な改定点１

● 需給調整市場の要件定義、次世代スマートメータをはじめとする制度設計が進む中で、

データ定義の詳細化を検討。
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４．受電電力量・逆潮流電力量・瞬時電力計測値等

・高粒度・高頻度によるDR制御・監視の高度化を目的に、次世代スマメ対応
（瞬時値・1分値・30分値等の取得など）

５．DRイベントID

・DRにおけるスケジュール運転指示、結果・終了などを管理するID。

６．DR 要求の実施状況

・機器の逸脱情報、異常発生状態（復帰可能可否）、指示値からのズレなどを定義。

７．ベースライン関連

・RAが策定する場合とDSR-MSが策定する場合について定義。

第2版VPPガイドラインにおけるデータ定義の主な改定点２

● より高精度なDR制御の実現を目指して、次世代スマートメータをはじめとする制度設計が

進む中で、データ定義の詳細化とともに追加定義案を検討。
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RA－DSR-MS間に

ELWAを適用
DSR-

MS

● RA－DSR-MS間で定義したデータについて、ECHONET Lite Web API(ELWA)を

適用した事例を追加検討。

第2版VPPガイドラインにおけるELWAの適用事例

エコーネットコンソーシアムがECHONET2.0で目指す

秩序ある協創空間

出典：エコーネットコンソーシアムHP
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（１）制御対象リソースの拡大
・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ給湯器の追加

（２）周波数制御対応
・需給調整市場1次・2次①を対象としたECLプロパティを検討し、コンソに提案完了。

（３）機器個別計測
・受電点に比較して機器個別計測のメリット/デメリットを検討。

（４）特定計量制度
・PCSのJEM規格およびECLプロパティの定義完了。

（５）マルチ入力PCS活用
・蓄電池・PVのDC側計量での色分けの検討。

（６）群管理制御
・低圧需要家を束ねたグループ毎の制御・管理。

（７） ローカルフレキシビリティ対応
・クラウドに直接接続される需要家リソース対応を含めて検討。

低圧リソース活用に向けた課題・対応策の第2版における検討内容

● より幅広い制度設計に関わる検討が進む中で、下記項目の課題と対応策について検討。
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１．ヒアリング先
・需給調整市場へ参画を検討しているAC/RA５社。

２．主なご意見
（１）DSR-MS関連
・R4に関する標準化ニーズがあることを確認、特に下記3点は高評価。

①配下の複数機器のDR制御機能
②スケジュール運転機能
③逸脱情報関連対応

・DR可能電力関連の数値情報が重要であり、詳細定義が必要。

（２）低圧リソースの制度設計関連
・受電点計量とともに、機器個別計測両面での検討を進めることが必要。
・周波数制御（特に1次）の調整力対応の実現に期待。
・アセスメント対応の課題が多く、型式認定対応等の検討が必要。
・技術と運用の両面でグルーピング化・群制御による簡素化を要望。
・アグリゲーション側として次世代スマメの高頻度データ取得の要望あり。

（電力側対応の能力制約の考慮は必要）

VPPガイドライン更新内容案についてのRAのヒアリング結果
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１．ヒアリング内容：
（１）ヒアリング先：

・VPP分科会参画メンバー６社＋コントローラーメーカ２社

（２）ヒアリング項目：
・従来は競争領域の認識で分科会では議論対象外としていた内容を含めRAから
高評価いただいた機能（前ページ①②③）への対応。

・ベースライン・群制御・応答時間への対応。

２．主なご意見
・HEMSクラウドとHGWの組合せで、RAにシステム提供するケースと、

RAとして需要家を束ねてDR制御するケースの両方を検討。
・①配下の複数機器のDR制御機能、②スケジュール運転機能、③逸脱情報関連対応

については、メーカー間での差異はあるものの対応可能。
・DR可能電力関連については重要度は認識するものの、RAとの役割分担も考慮した

うえでの検討が必要だが、競争領域の範疇でもあり標準化は難しい？
・ELWAの適用検討についてはWelcome。

更新内容案のコントローラー・HEMSクラウドメーカのヒアリング結果



17

１．需要家リソース活用に向けての検討対象

（１）需給調整市場・次世代スマートメータ関連などの制度設計が進む中で、ニーズに応じた
需要家リソースのECHONET Liteプロパティ・AIF仕様の継続的な更新に取り組む。

⇒ DR制御にマルチベンダー環境で対応できる機器仕様の早期標準化を目指す。

（２）上記の機器を、クラウド空間でECHONET Lite Web API(ELWA)などにより制御・監視
およびデータ取得することで、幅広いサービス・用途への活用を目指す。

⇒ 低圧リソース活用の制度が26年度にスタートする際に、対応した需要家リソースの
普及・サービスの実現のためには、来年度が正念場と認識して検討予定。

２．VPPガイドライン第２版を公表（２３年６月予定）
⇒ AC/RAと連携して課題・ニーズを共有したうえで、

① 需要家リソースの制御・監視およびデータ活用、
② 次世代スマートメータ・特定計量などの計量値活用

を中心に、機器・コントローラー・クラウド連携について検討を継続予定。

今後の需要家リソース活用に向けた活動計画
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END


